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宮城県における肝吸虫に関する研究
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緒　言

宮 城県の肝吸虫については，明治19 年（1886 年）本吉

郡麻 畸村黄牛部落（現在の津山町）の一住民に 発見され

て以 来（高屋ら，　1936　；　森下，　1959），本 虫感染者 が多数

存 在するこ とが漸次明らかになり， わが国で も有数 の肝

吸虫侵淫地 と見なされてい る．

肝吸虫の生活環には，河川，湖沼 の淡水魚 が必要なの

で，地方病的特性を帯びてい るが，こ とに宮 城県 には，

河川，沼沢が多 く，しか も北上川 と阿武隈川 を連結する

貞山運河が開鑿され，淡水魚 の棲息数，種類 も多 く，肝

吸虫の侵淫には好適な地域環境になっ てい る．し かし肝

吸虫保 虫者 の大部分のもの は，殆 んど無 症状 に経過して

潜在し，さらに検査法 も集団検 査に好適 なものが少 なか

っ たので，宮城県の ような広汎 な地 域に わたる感 染状況

を知るこ とは難 かしい と考 えられてい た．

われわれは従来，主 とし て回 虫，鉤 虫などの腸管内寄

生虫の検出 を目的 とす る糞 便の虫卵浮游検査法 を用いて

いた が，最近セ ロフ ァン厚層塗抹 法（加 藤，　1958　；　小宮

ら，　1960）に よる集団検便 を実施し，宮城県 における肝

吸虫 の感 染状況 を調査し たので ，そ の成 績について報告

す る．

検 査 方 法

1． 調査対象

調 査対 象は，一般 住民 については，宮 城県の市町村を

単位 とする検査を行 なっ ているが，北上川流域お よびそ

の支流地域 と伊 豆沼周辺 地域の一部分では，部落単位の

調査 に止まっ てい るものもある．また学童生徒は，主 と

し て一 般住民の肝 吸虫感染 者の多い都市の学校について

調査を行なっ た．

明

臣

なお， 調 査期間 は 昭和35 年4 月 より37 年12 月に至

る約2 年8 ヵ月 間であ る．

2． 検査法

糞便 検査法 は， 糞便のセロファン厚層塗抹法 （加藤，1958

；　小宮 ら，　1960）の1 回検査によっ て実施し た．し

かし 北上町 および亘理町住民の一部で精密検査 を行 なっ

たものでは，十二指腸液検査，糞便のセ ロフ ァン厚層塗

抹 同時3 回法および遠心沈 澱法（稀塩酸エ ーテル法） の3

法を同時 に行なっ ている．

検 査 成 績

1． 感 染状況

宮城県における肝吸虫の感染状況をみる と（第1 図），

主 として北上川 流域およびその河 口部 と，伊 豆沼 を中心

とする周辺地域と，阿武隈川河 口部に多数 の保 卵者が検

出され，奥羽山麓地帯を除いて各河川，沼 沢に関係あ る

ほとんど全地域に本虫感染者が存在してい る．す なわち

主 な肝吸虫浸淫地は，北上川河口地帯の北上町，河 北町

石 巻市と北上川 流域の桃生，豊里，登米，河 南，米 山の

各町，伊豆沼周辺の築館，迫，南方，田尻 の各町村およ

び阿武隈川河口部の亘理町な どであ る．こ のほか県内各

河川の流域にはすべて本 虫感染者 が多 少とも存在し，わ

れわれの行なっ た調査で感染者が 発見出来 なかっ たのは

中新田町，栗駒町のみで，検査 を行 ない 得たほ とんどす

べての市町村では必ず保卵者 を検 出し てい る．

2． 地域別感染状況

一般住民感染率は（第1 表），北上川 河口部の石 巻市袋

谷地（27 ．8％），北上町（8 ．9％）， 河 北町 （3 ．5　％）お

よび阿武隈川河口部 の亘理町 （4．8％） が特 に 高率であ

り，品井沼を控えて高城川の河 口部を もっ松 島町（2 ．4

％）にも多く検出されてい る．ま た北上川 流域の米山町
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第1 図　肝吸虫侵淫状況

第1 表　一般住民の肝吸虫卵陽性率

（昭和35～37年）

市町村名

色 麻 村
岩 沼 町
亘 理 町
仙 台 市
石 巻 市
河 北 町
河 南 町
北 上 町
桃 生 町
田 尻 町
月ヽ 牛 田町

築 館 町

志 波 姫村

若 柳 町
南 方 村

迫　 町

登 米 町

豊 里 町

東 和 町

米 山 町

松 島 町
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．42
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（3．4％），桃生町（1．6％），河南町（2．0％），豊里町

（2．2％）と，伊豆沼周辺部の迫町（2．5％），田尻町

（5．9％），南方村（2．0％）も比較的高率であるが，一

113

般に河口部の感染率には及ばない．すなわち一般住民の

検査総数110 ，864名のうち本虫卵陽性者は2，523名検出

されているので，その平均感染率は2 ．3％であった．

次に学童生徒の感染状況をみると（第2 表），一般住民

第2 表　学校別学童生徒の肝吸虫卵湯性率

（昭和35～36年）
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感染の濃厚な地域の学校では高率を示し，ことに桃生郡

北上町の吉浜小学校および分校と，月浜中学校はそれぞ

れ4 ．1％，　11．8％，　4．1％に感染者を認め，玉浦中学校

も1．2％で，やや高率を示している．これを市郡別にみ

ると（第3 表），　1％以上の感染率を示しているのは亘理

第3 表　地域別 学童生徒の肝吸虫卵 陽性率

（昭 和35 ～37 年）

市郡別

仙　台　市
石　卷　市
古　川　市
刈　田　郡

亘 理 郡
名　取　郡
玉　造　郡

遠　 田　郡

桃　 生　郡
登　米　 郡

塩 釜 市
宮　 城　郡
栗　 原　郡

合 計
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－
9，4338
，6583684938
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－
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郡，名取郡，桃生郡であって，他は0 ．4％以下の低率で

ある．すなわち学童生徒の検査総数62 ，959名のうち陽

性者数は355 名で，平均感染率は0 ．6％であった．

3．　年齢，性別による感染状況

われわれは北上，亘理，河北，迫の4 町における1 ，200

名の肝吸虫感染者について，年齢，性別による感染率を

（13 ）
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第4 表　年齢別， 性別の肝吸虫卵陽性率

年　齢

－
O～1011
～2021
～3031
～4041
～5051
～6061
～7071

人

男

％

33　4 ．928

4 ．175

11 ．0125

18 ．4135

19 ．9113

16 ．6108

15 ．955

8 ．1

（7 ）（1 ．0）

合　 計　679　56 ．6

人

40

23

74

99

97

84

64

31
（9 ）

521

女
－

％

7 ．74

．414

．219

．018

．616

．112

．36

．0
（1 ．7）

合一

人

73
51

149
224
232
197

計

％

－
6 ．14

．212

．418

．719

．416

．4
112　　14 ．386

7 ．2

（16 ）　 （1 ．3）

43 ．4　1、200

（北上・河北 ・亘理・迫）（　）内は年齢 不明

調査した ところ （第4 表）最 も高率 を示 す年齢層 は，41

～50 歳（19．3％）であり，n ～20 歳 （4．2％） は最も低

率になっている．なおo ～10 歳 は6 ．1　％で，11～20 歳 の

もの よりやや多 く，21 ～30 歳 になると急 に増 加し，30

歳以上 になると60 歳 まで， お およそ年齢 の 増加 ととも

に感染 者数 も増加し てい るが，60歳以 上になる とやや 減

少し，71 歳以上で はさらに減 少するにしても，20 歳以

下 の年 齢層よりは高 率で ある．

次 に性別 による感 染率 をみると， 男子は679 名，　56．6

％で， 女子の521 名，　43．4％に比べてや や多い が，著明

な差 は認 め難い． また年 齢別分布を性別にみる と，おお

む ね男 女 ともに年齢 の増 加にっ れて感染者 も増加してい

るが， 女子の場合 は男子に比べて，21～30 歳の年齢で は11

～20 歳 の感 染者数 に対 して急激に 増加 の傾向 を示し，

男子 の2 ．6倍に対 して， 女子は3 ．2倍 の増加が認 められ

る． さらに感染 率は（第4 表参照），40 歳以前 の年齢で

は女子の感染者 数が常に男子よ り多 く，そ の後 の年齢 に

おい ては女子よりも男子の方が多 くなっ てい る．

4． 部落別感染状況

特定地域における部落別感染状況 につい ては， 河川 の

その地域におい て占める位置，形状 によっ て，特 殊な型

を示すこ とが認められる．す なわち北上川 河口部 に位 置

する北上町，および阿武隈川河 口部 を癪する亘理 町の肝

吸 虫感染 者の分布は，　20 ％以上 より10 ％の高 率な部落

が集中す る集中型を示してい る．し かるに河口部から約10

km　以上はなれ た上流地域 の感染状況 は変貌し ，侵淫

地域 が河川に よって四方よ り囲まれるような位置を とる

河 南町， および そ の地 域の 中心部 を河川 の 主流が貫通

し，支流 が樹枝状 に流入，流 出するような位置にある河

北町 におい ては， ともに5 ％以下の比較的低率を示す部

落 が点在する散布型を示 してい る．

5． 精密検査成績

われわれは宮域県のうちでも，特に肝吸虫の濃厚侵淫

地となっている北上町および亘理町において，セロファ

ン厚層塗抹1 回法により肝吸虫卵陰性と判定された168

名について，本虫卵保卵者をさらに検出する目的で，十

二指腸液検査，糞便のセロファン厚層塗抹3 回法および

遠心沈澱法（稀塩酸エーテル法）め3 法を併用する精密

検査を行なっているが，その成績は次のようである（第5

表）．すなわち北上町の各地区から，前回の厚層塗抹

第5 表　精密検査法による肝吸虫卵陽性率

検 査 数　 陽 性 数

北上

亘理

112

56

168

45

31

76

陽性率

40．255

．3

参

65
（58．0％）31

（55．3％）96

加 率

47
（42 ．0％）25

（44 ．7％）72

1 回法 の感染率を考慮に入 れて選出し た陰性者112 名中45

名の保卵者 を検出し， そ の陽 性率 は40 ．2％であ り，

亘理町で は56 名 中31 名，　55．3％で，総計では168 名中76

名，　45．2％であっ た． 精密 検査をうけた 男女別によ

る参加状況 は， 男子57 ．1　％， 女 子42 ．9％で 男子に 多V

．ヽ　さらに こ れを 年 齢別・性 別感染率に ついて みる と

（第6 表），年齢 別感 染率は20 歳代では48 ．3％で，30歳

検
男 陽

陽

女

計

第6 表　精密検査法による年齢・性別

肝吸虫卵陽性率（北上・亘理）

査 数19　30
性者数　9　　13
性 率47 ．3　43．3

検 査 数12
陽性者 数　6
陽 性 率50 ．0

検 査 数31
陽性者数　15

陽 性 率48 ．3
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7

33．3
－
51
20
39．2

34
12

35 ．2

30
13

49 ．9
－
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25

39 ．0

13n

84 ．6

5

3

60 ．0

－
］．81477

．7

50

50

0

0

0

4

2

4

2

0

0

96
45

46 ．8

72
31

43 ．0
－
168
76
48．1

代になる と，やや低下して39 ．2％ とな り，40 歳 代では39

．0％で， ほぼ同率を示している．し かし50 歳 代にな

る と，そ の感染率は77 ．7％ と急激 に上 昇し，60 歳代以

上の高年齢層になる と漸 次減少し てい る．次に性別感染

率をみる と，20 歳代で は男子 の47 ．3％に対し ，女子は50

％で， やや女子に高率である が，30 歳 代ではともに

低下して最低値（男子43 ．3　％，女 子33 ．3％）を示 し，そ

の後の年齢では急激に増加し，50歳代で は男女 ともそれ

（　14　）



ぞれ84 ．6％，　60％で最高率を示し， さらにその後の年

齢ではやや低下し，20歳代 の感 染率とほぼ同率になっ て

い る．

考　按

宮城県における肝吸虫感染 に つ い て は， 明治19 年

（1886年）本吉郡麻崎村黄牛部落におい て，鈴 木安 右衛門

の特志解剖が行な われ，肝吸 虫が発見されたが（高屋ら，1936

；　森下，　1959），そ の後井上 （1900），今川 （1930）

による黄牛お よびそ の周辺 地域，関川 ら（1935 ）による

登米郡豊 里におけ る報 告があり，また小林（1910 ）は柳

津 の淡水魚中 よりメタセルカリアを検出し，武藤（1918）

杉原（1954 ）は第1 中間宿主のマメ タニシ につい て報告

をし てい る．さらに浅田（1920）に よれば，小 林は1915

年以来人体の寄生吸 虫類 の蔓延に は，何 か他の終宿主が

あっ て，卵子を生産し てい るので はない かと考え，また

武藤（1919 ） は犬，猫， 鼠を検査し て肝吸虫の高率な感

染 を認 め，本 虫感染 に他動 物が重要な意義のあるこ とを

述 べ，鈴木 ら（1954 ～1955），湯田 ら（1955 ～1961）は宮

城 県各地の飼育 猫における本虫の感染状況につい て調査

し てい る．これらの報告から，同県は肝吸 虫の濃厚にし

て広汎な侵淫地であるこ とが推測されてい た．し かるに

最近における肝吸虫の感染状況については黒川ら（1949）

は東北大学附属病院黒川内科 の入院患者 の0 ．7％ に肝吸

虫症を認め，山形ら（1952　a）は栗原郡玉沢村 住民 におい

て27 ．8　％ の本 虫感染を認 め， さらに同 地の メタセルカ

リア につい て報告し （山形 ら，　1952　b），森島ら（1954 ）

は豊 里町 におけ る感 染状 況につい て，鈴木（1955 ）は県

下13 地区 の住民と猫の 感染状況との関係に ついて調査

し てい るが，これらの報告は部分的な地域または一部落

における感染状況の調査に止まっている．

われわれは宮城県における奥羽山麓地帯 を除 く殆 んど

大部分の市町村を対象 として広汎 な調査 を行 ない ，本 虫

感 染者を発 見出来 なかっ だのは中新田町 ，栗駒町のみで

あって，他 の検査 を行 ない 得たすべての地域に肝吸虫保

虫者 を検出し てい る．保 虫者を検出した市町村の うちで

乱 比較的 濃厚 な感 染分布を認めるのは，第1 に北上川

河口部， 第2 にはその下流地域，第3 には伊豆沼 を中心

とするその周辺 地域，第4 には阿武隈川河 口部 の4 地域

に大別するこ とができたが，一般に河川 の河 口部 をもっ

海岸線に沿 う市町村は高率感染を示し，河 口の上 流にな

るにっ れて感染率は 低下し て い る． すなわち 石 巻袋谷

地，北上町，河北町 は北上川 の河 口部に位置し て比較的

高率を示し， 北上川 下流地帯 では，河南町，桃生町，豊
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里町，米山町などに多数検出されている．伊豆沼周辺地

域としては，迫，築館，田尻の各町および南方村に，阿

武隈川の河口部では，亘理町などに肝吸虫感染者が多く

存在しているが，その他に高城川の河口部に位置する松

島町もやや高い感染率を示している．

鈴木（1955）は昭和30 年の宮城県における肝吸虫感染

状況の調査で，金ヶ瀬，筆甫，逢隈，岩沼，生出の各部

落では，飼育猫の感染は見られるが，住民の感染を認め

たのは生出における1 例のみで，他の地域には全く検出

されず，宮城県においては北上川の水系を中心とする地

域にのみ保虫者が存在し，たとえ飼育猫に感染を認めて

も，その地区住民の食習慣が異なるときは，飼育猫の感

染状況と住民のそれは一致しないと述べている．しかし

われわれの調査によれば，逢隈の住民2 ，951名中55 名，1

．9％．岩沼の住民7 ，716名中44 名，　0．6％，生出の住

民2 ，012名中1 名，　0．05％に本虫感染を証明し，生出を

除き鈴木の報告と異なる成績を得ているが，宮城県ではyJ

宮ヽら（1935）の述べているような，食生活による感染

状況の差異は，それ程著明なものではないと考えられる

ので，宮城県で飼育猫の感染のある地域には，必ず住民

の感染があるものと推定してよいと思われる．

宮城県における学童の肝吸虫感染状況をみると，一般

住民の高い感染率を示す北上町の月浜中学校，吉浜小学

校およびその分校に高率を認め，岩沼町の玉浦中学校も

高率を示している．また市郡別学童生徒の感染状況をみ

ると，仙台市，石巻市，亘理郡，名取郡，桃生郡，登米

郡に多数の感染者が検出され，一般住民感染率の高値を

示す地域の学童生徒の感染率は高く，その分布も北上川

流域の仙北地方だけでなく，阿武隈川流域の仙南地方に

も及んでいる．

年齢，性別による感染者の分布状況をみると21 歳～30

歳になると急に増加し，その後は年齢の増加とともに

感染者が増加し，60歳頃になると却って減少している．

井上（1900）は宮城県における調査で，また井出（1936）

は茨城県の調査で，われわれの成績と全く同様の年齢分

布を報告し，その他富永（1942），実川（1953），柳沢ら

（1956），鈴木ら（1957），小宮ら（1957）の報告で乱

肝吸虫流行地では30～50歳の年齢層の保虫者が最も多

く，以後の年齢では減少 の傾向がみられている．　井出

（1936）によればj 感染の増加は主として年齢の増加に

原因すると述べ，20歳以後の漸増は主として感染の追加

と，本虫の生存期間の長いためと報告し，鈴木ら（1957）

は感染の集積された成人の感染率によって左右されると

述べている．またわれわれの成績では0 ～10歳の年齢層
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は11 ～20 歳のものより多 く，さらに山形ら（1952　a） の

場告 では 生後1 歳未満の乳児の15 ．8％が 罹患し てい る

のは家 庭内感染で，この幼少年層は食習慣 の影響 を直接

うけ るためであろ うと推論し，こ とに 山形 ら（1952　a）は

武 藤（1919 ～1920 ），筧ら（1922 ～1923）の報 告のような，

淡 水魚 の摂食以外に，井水，沼水 からの感 染の可能性を

も考えてい る． ま た21 ～30 歳 になると 女 子の感染者は

急 に増加し，40歳まで は男子 より女 子に多 くの保虫者が

認められ， さらに 精検による20 歳代の 感 染率でも女子

は高く，森島ら（1954） も20 ～30 歳代の女子は男子よ り

多 いこ とを認 め， この年代の女子は男子 より感染機会 が

多 く，小宮 ら（1955 ）の述べている ように，淡水魚類 の

調理の際 の用 器を介し ての摂 取感染も考えられる．男女

別 の感染 状況は， 女子が男子よ り早い年齢に多数感染 が

行 なわれ，高年齢になる と男子 より早く感染率 の減少が

おこ り，女子は31 ～40 歳，男子は41 ～50 歳 を頂 点とし

て，そ れ以後の年 齢になる と漸 次減 少し てい る．女子が

早い年 齢に感染率の多 い のは，や はり調理 との関係があ

るこ とを思 わせる．精 検の成績 における性別感染率は，

男子は46 ．8％で，女子 の43 ．0％よりわずかに高率を示

してお り，井 出（1936），富 永（1942 ），実川（1953 ），鈴木

ら（1957），小宮ら（1957）のい ずれの成績よ りも さらに高

い感染率 を示し てい る．

宮城県 における特定地域の部落別感染状況をみる と，

河川 のその地域において占 める位置 によっ て，特殊な一

定 の型の 存在を認 め， 河口部にあ る地域は10 ～20 ％以

上 の高率な部落が集中する集中型 を，河川 の下流にあっ

て，河川に，四周 を囲 まれ る地 域や，その中心部に本流

があっ て支流 が流入す るような地域では5 ％以 下の低率

な部落が点 在する散布型を示し ている．肝吸虫感染は，

河川，沼沢 の淡水魚 と関係の あるこ とは 明らかで ある

が，こ のような異なる一定の型を示す原因は，河 口部 の

住民 は一般 に漁業 に従事するものが多く，漁獲 の量， 回

数 も多 く，調理法が海産魚類 と同様に扱 われや すく，摂

食 の機会も内陸部の河川流域 住民 より多い ためと考えら

れる．

わが国における最近の肝吸 虫感染 状況 に関する多 くの

報 告は，いず れも肝吸 虫症の減少 （実川 ら，　1952　；　増山

ら，　1956），第1 中間宿主 の分布地 の縮小（稲臣ら，　1955）

第1 中間宿主 の寄生 例の減少（稲 垣，1952～1954 ）を認 め，

明治初年 のような重 症例（高屋ら，　1936　；　藤野，　1912）

をみるこ とは少なく，部 分的 地域における肝吸虫感染者

は一般 に減少し てい るこ とを思わせる．すなわち宮城県

におけ る調査でも，井上（1900 ）によれば明治21 年 の本

吉郡麻崎村黄牛部落における感染率は55 ．6　％であるが，

明治25 年の同地の感染率は32 ．9　％と低率になり，さら

に昭和5 年には14 ．3％に低下している（今川．　1930）．

しかしその周辺部落では，明治25 年の石貝部落の52．5

％（井上，　1900），昭和5 年の民良部落の50．0％（今川，1930

）とあまり減少は認められず，却って感染率の上昇

しているものもある．われわれの調査した黄牛部落を含

む津山町では， わずかに6 名，　0．2％のみが検出され，

しかも1 名を除いてはすべて他の肝吸虫侵淫地からの

転入者であった．このような著明な減少は，明治20 年

（1887年）に黄牛衛生組合が予防規則を作り， さらに明

治22 年（1889年）には県令により同地の予防方針を指示

してその対策にあだったので（森下，　1959），その部落の

肝吸虫感染に対する予防知識が徹底普及しているために

ほかならない．これに反して，他の地域においては肝吸

虫感染に全く無関心，無対策であるために本虫保虫者は

今なお多く存在しているものと考えられる．

鈴木（1955）の調査によれば，宮城県の玉沢部落は34

．0％，橋浦部落は27．1　％ 南郷では17 ．4％の肝吸虫

感染率を認めている．しかるにセロファン厚層塗抹1 回

法によるわれわれの成績では，橋浦において14 ．8％，

隣接する釜谷崎部落（共に北上町）では25 ．0％の本虫感

染率であるが，同地域における精密検査では40 ．2％の

高率に検出され，さらに亘理町における精検でも55．3

％の高感染率を認め，宮城県の肝吸虫侵淫地では，全住

民の約半数は本虫保虫者として存在しているので，宮城

県における肝吸虫感染者は決して減少しているとはいえ

ず，むしろ増加し，その分布地域も拡大していると考え

られる．

以上のように宮城県における肝吸虫感染は，広汎で濃

厚なことが明らかであるが，肝吸虫の駆虫の困難なこ

とや，保虫者が殆んど症状を自覚することなしに潜在し

ていることから，早期に発見して治療を行なうにして

も（山形ら，　1952　a），知識の普及や 予防対策もまた重要

であると考えられる．

結　語

われわれは昭和35 年4 月より37 年12 月に至る2 年8

ヵ月間に，宮城県の一般住民における肝吸虫の感染状

況を明らかにする目的で，セロファン厚層塗抹法1 回値

により，市町村を単位とする集団検便を行ない，さらに

一部の濃厚侵淫地においては，十二指腸液検査，セロフ

アン厚層塗抹同時3 回法，遠心沈澱法を併用する精密検

査を実施して検討を加え，次のような結論を得た．
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1． 宮城県における肝吸虫分布は奥羽山麓地帯の未調

査の一部地域を除き，検査を行ない得た殆んど総ての市

町村において肝吸虫感染者が検出され，ことにその侵淫

度の濃厚な地域は，北上川河口地域，北上川下流地域，

伊豆沼周辺地城，阿武隈川河口地城であるが，一般に河

川の河口部をもっ海岸線に沿う地帯に濃厚な侵淫が認め

られる．

2． 地域別に感染状況をみると，北上川の河口地帯の

石巻市，北上町，河北町，阿武隈川の河口地域の亘理町

はとくに高感染率を認め，高城川の河口部の松島町にも

やや多数の肝吸虫感染者が発見された．次いで米山，桃

生，河南，豊里の各町もやや高率を示し，伊豆沼周辺で

は迫，田尻，南方の各町村にも比較的多く検出され，

検査総数110，864名のうち肝吸虫卵陽性者は2 ，523名，2

．3％であった．

3． 学童生徒の肝吸虫卵陽性者は，一般住民の高率感

染を認める地域の学校に多く，市郡別では，亘理，名取

桃生の各部に高率であった．

4． 年齢別，性別感染状況では，感染者の分布は男子

にやや多く，10歳以下の年齢層では11～20歳のものよ

り多く，さらに女子は男子よりも早い年齢において感染

するものが多いが，50歳以後の年齢においては男子より

早く感染率が低下している．また男女とも20 歳以後で

は急に感染率が高くなり，とくに女子においては男子よ

りもその増加が急激であり，女子は31～40歳において

最高値を示し，男子では41 ～50歳で最も多くの肝吸虫

感染者を認めた．さらに精検を行なった男女別感染率に

ついては，20歳代の女子の感染率は30～40歳代より高

く，男女ともに50 歳代になると急激な上昇を認めた．5

． 肝吸虫感染状況は，その地域が河川の占める位置

との関係によって一定の型を呈し，河口部においては10

～20％以上の高感染率の部落が集中する集中型を示し，

河川に四周を囲まれるもの，および地域の中心部を河川

の主流が流れ，さらに支流が樹枝状に流入出するもので

は，5 ％以下の低率な部落が点在する散布型を呈するこ

とを認めた．

6． セロファン厚層塗抹1 回法による集団検査は糞便

内の肝吸虫卵検出法として十分なものとはいい難く，精

密検査による濃厚侵淫地における肝吸虫感染率は48．1％

の高率を示し，その地域住民の約半数は保卵者として潜

在していた．したがって宮城県においては，肝吸虫感染

者は近年においても必ずしも減少しているとは言えず，

むしろ肝吸虫感染者の増加と分布地域の拡大の傾向を認

めた．

（　17　）
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STUDIES　ON　CLONORCHIASIS　IN　MIYAGI　PREFECTUREINFECTION

　OF　CLONORCHIS　IN　GENERAL　INHABITANTS

SHOICHl　YAMAGATA ，　Akira　YAEGASHI ，　Shizumoto 　WATANABE ，　Takeomi　ABE

（Aをdical　DepaΓtmet・zげ 乃’げ：Sy とi　magata，　Tohり＆ び，zん・，3，り ふ加。Zげ 八をぷ功副

＆　TADASHI　KANNO

（Miya 琵 ふ 臨，りfor 　the　Preve・がf回 げ 八irasit・j，＆ 。j畄）

The　infection　of　Clon。凡ヽ his　sin。。SIS　m　general　inhabitants　in　Miyagi　Pref．investigated

by　mean　of　CTS　method　from　April　1962　to　December　1962，　and　theresults　were　obtained

．

has　been

following

1）　The　distribution　of　clonorchiasis 　covers　almost　all　area　of　Miyagi　Pref．　eχcept　for　thepiedmont　of　the　Ou

．　The　heavily　infested 　area　are　divided　into　four，　the　area　of　mouth　of　theRiver　Kitakami

，　the　downstream　of　the　River　Kitakami，　the　surrounding 　area　of　Izunuma ，　and　thearea

　of　mouth　of　the　River　Abu－Kuma ．　0f　total　110，864　eχamined ，　2，523　
（2．3％ ）　were　positivefor　the　egg　of　Clonorchis

　sinensis。

2）　The　distribution　of　CZ 。。。rcヽ his　si・。ε。SIS　showed　concentrated　pattern　or　disseminatedpattern

，　depending　upon　the　geographic　relation　between　the　infested 　area　and　rivers。

3 ）　The　close　e χamination　in　heavily　infested　areas　showed　48 ．1％　of　genera 】inhabitantswere　positive　for　the　egg　of

Clonorchis ，　and　it　was　regarded　that　these　were　the　increase　ofClonorc

．ん・s　egg　carriers　and　the　eχpansion　of　the　distribution　of　this　disease．

（18 ）




